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３・４学年国語科学習指導案

日時 平成１６年○月○日

場所 ○年教室

児童数 ○年男子○名 ○年女子○名

授業者 内山卓也

１，単元名 ３年 動物と人間との関わりを調べよう

４年 わたしたちの体について調べよう

２，教材名 ３年 「動物とくらす 「パンフレットを作ろう」」

４年 「体を守る仕組み 「これがわたしです」」

３，指導の立場

（１）単元について

（２）

（３）研究主題に関わって

４，単元の目標

３年 動物と人間との関わりを調べよう

・動物と人間の関わりについて興味をもって読むことができる （関心意欲態度）。

・分かったことや感じたことを発表することができる（話す力）

○例示を使った説明方法や文章構成を理解し、内容を正しく読むことができる。

（読む力）

・動物と人間との関わりについて、学習したことや調べたことをまとめることがで

きる （書く力）。

・分かりやすく表現するための「例示」の働きや指示語を理解することができる。

（言語の力）

４年 わたしたちの体について調べよう

・体を守る仕組みについて興味をもって読むことができる （関心意欲態度）。

・体を守る仕組みのすばらしさについて、自分の考えを話すことができる （話。

す力）

○段落相互の関係を考えながら、文章を正しく読むことができる （読む力）。

・体を守る仕組みについて、学習したことや調べたことをまとめることができる。

（書く力）

・段落相互の関係を示す接続語や指示語の役割や意味について理解することができ

る （言語の力）。

５，単元の評価規準

３年

ア 国語への関 イ 話す・聞く ウ 書く能力 エ 読む能力 オ 言語につい

心・意欲・ 能力 ての 知識

態度 理解・技能

・動物と人間の ・動物と人間の ・動物と人間と ・分かりやすく ・ たとえば」「

関わりについて 関わりについて の関わりについ 表現するために の働きや指示語

興味をもち、ワ 分かったことや て、学習したこ 例えや「こそあ の指す言葉を理

ークシートを通 感じたことをわ とや調べたこと ど言葉」などが 解することがで

。（ （ ））して、くわしく かりやすく発表 をパンフレット 工夫されている きる オ ウ

読み取ろうとし することができ にまとめること ところに注意し
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ている。 る （ア） ができる。 て読むことがで。

（ア） きる （イオ）。

４年

ア 国語への関 イ 話す・聞く ウ 書く能力 エ 読む能力 オ 言語につい

心・意欲・ 能力 ての 知識

態度 理解・技能

・体を守る仕組 ・体を守る仕組 ・体を守る仕組 ・段落相互の関 ・指示語や接続

みについて興味 みのすばらしさ みについて、学 係を押さえ、中 語の役割や意味

をもち、ワーク について自分の 習したことや調 心となる語や文 を理解すること

シ ー ト を 通 し 考えをわかりや べたことを分か をとらえて文章 ができる。

て、くわしく読 すく話すことが りやすく書き直 の内容を正しく （オ（ウ ））

み取ろうとして できる （ア） すことができ 読むことができ。

いる。 る （ア） る （イ （オ）。 。 ）

６，単元指導計画 ３年（全１４時間）

時 ねらい 学習活動 評価規準

１ 提示された動物の ・提示された動物の写真や ・飼っているペットや動物と

「 」 。写真や 驚いたこと 題名から動物とふれ合った経 ふれ合った経験を進んで話す

初めて知ったこと 験を話す。 （関心・意欲）「 」

の交流を通して、本 ・本文を読み、初めて知った

文への関心を高める ことや驚いたことを話し合う

２ 二つの事例に着目 ・全文を読み、動物たちが人 ・事例が二つあげられている

して、動物には人間 間を元気にする力をワークシ ことに気づき、動物が人間に

を元気にする力があ ートにまとめる。 与える二つの力を読み取る。

ることを読み取るこ ・交流しながら、元気にする （読む）

とができる。 力を確かめる。

３ 「こそあど言葉」の ・本文から「こそあど言葉」 ・ こそあど言葉」を見つけ「

働きと共に「動物と を見つける。 ることができる。

くらす」の内容の理 ・見つけた「こそあど言葉」 ・ こそあど言葉」の指す内「

解を深めることがで が指している中身を確かめる 容を読み取ることができる。

きる。 （読む）

４ 「たとえば」の働 ・本文中の「たとえば」を確 ・ たとえば」の働きを知り、「

きや二つの事例の内 認し、その前後の事例と意見 「動物とくらす」に書かれた

容を読み取ることが を確かめる。 事例と伝えたいことを読み取

できる。 ・二つの事例を読み取り、知 る （言語）。

っていることや感じているこ

とをワークシートに書く。

５ 「おわり」に筆者の ・文章構成表を見ながら な ・三段構成の「おわり」に着、「

考えが書かれている か」を二つの意味段落に区切 目して、筆者の考えを読み取

ことを手がかりにし る。 ることができる （読む）。

て、動物と人間との ・交流しながら、筆者の主張

よりよい関係を願う 点を読み取る。

筆者の主張を読み取

ることができる。

６ テーマにする動物 ・自分の好きな動物を選び、 ・調べる方法を考えて、見通

７ を選んだり、情報集 情報を集める計画を立てる。 しのある活動計画を立てる。

めの計画を立てたり （関心）
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することができる。

８ 調べ学習を通して ・大事な言葉を抜き出し、メ ・課題について図書館の本な

９ 目的に必要な事柄を モの取り方に気をつけて動物 どで調べて材料を集め、必要

収集したり選択した 調べをする。 な部分を選んで書く。

りしてメモすること ・図書館で資料を探し、必要 （書く）

ができる。 な部分をノートやワークシー

トに書く。

１０ カードの順序に気 ・メモをもとにして動物新聞 ・読み手のわかりやすさを考

～ をつけ、動物新聞を を書く。 えて文章にまとめることがで

１２ 書くことができる。 きる （書く）。

１３ 新聞をもとにして ・新聞をもとにして、調べた ・調べたことを表現する楽し

発表することができ ことを発表する。 さを味わう （興味・関心）。

る

１４ 指示語が持つ働き ・こそあどクイズを出し合う ・こそあどクイズを出して楽

を理解する。 しむ （興味関心）。

４年（全１３時間）

時 ねらい 学習活動 評価規準

１ ・提示された写真や ・提示された微生物の写真や ・写真から、自分が発病した

「驚いたこと 「初 病原菌の写真を見て、感想を 経験を進んで話す （関心）」 。

めて知ったこと」の 発表する。

交流を通して、本文 ・本文を読み、学習の計画を

への関心を高める 立てる。

２ ・大まかな三段構成 ・ワークシートをもとにし ・三つのまとまりの内容を参

のしくみをとらえる て、本文を三つの部分に区切 考にして 「はじめ・なか・、

ことができる。 る。 おわり」を区切る （読む）。

３ ・本文を読み 「分 ・ わからないこと 「しり ・本文から、疑問点やもっと、 「 」

」 。からないこと 「も たいこと」を ワークシート 知りたいことから問題を作る

っとしりたいこと」 に書く。 （読む）

を書くことができ

る。

４ ・ 体を守る仕組み ・ 体を守る仕組みクイズ」 ・ 体を守る仕組みクイズ」「 「 「

クイズ」を行うこと をつくる。 を作ることができる （読む）。

で、内容を確かめる

ことができる。

５ ・ 体を守る仕組み ・音読しながら、接続語を見 ・接続語を見つけることがで「 」

に使われている接 つける。 きる （読む）。

続語を見つけ、前後 ・接続語がどんなつながりを ・見つけた接続語のつながり

のつながり方を考え しているか考える。 方をワークシートに書くこと

ることができる。 ができる （言語）。

６ ・もっとしりたい ・もっと知りたいことを調べ ・自分の調べたい課題を決め

７ ことから自分の調べ る。 ることができる （意欲）。

学習の課題を決め、 ・図書館で資料をさがす。 ・資料から材料を集めて、必

図書館で必要な資料 要な部分を選んで書くことが

をさがすことができ できる （書く）。

る。

８ ・自分が好きな表現 ・自分が調べた内容と合わせ ・伝える相手や内容に合わせ

方法を選択すること ながら、好きな表現方法を選 て、好きな表現方法を選ぶこ

ができる。 択する。 とができる （読む）。
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９ ・接続語を適切に使 ・調べた資料を分かりやすい ・読み手のことを考えて、分

１０ うことができる。 言葉に直して、文章を書く。 かりやすい言葉や接続語を使

って、文章を書くことができ

る （書く）。

１１ ・作品を紹介をする ・作品を発表する。 ・分かりやすく調べたことを

１２ ことができる。 話すことができる （話す）。

１３ ・適切に接続語を使 ・問題を通して、正しい接続 ・正しい接続語を使うことが

うことができる。 語を選ぶ。 できる （言語）。


